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研究成果の概要（和文）： 
 課題切替はどのような認知制御機能を反映した過程かを検討するため、数選択課題を用
いた心理学実験を行った。日本/カナダで、年成人(大学生)/高齢者を対象とし、日内変動（午
前/午後）を含めた実験的検討を行った結果、グローバルとローカルの効果の相違、ローカ
ルでの若年成人が示す「課題切替による促進効果」が消失する形での加齢現象、また英語
話者では明確な課題切替効果が日本語話者ではほとんど見られない、といった新たな現象
が見出された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Task switching effects were investigated as a cognitive control with a number-selection 
task. Comparing older adults with younger adults, experiments in the morning with in the 
afternoon, and Japanese speakers with English speakers, we found two kinds of new 
phenomena: one is differences of task switching effects by English speakers from by 
Japanese speakers, and the other is task switching benefits shown by younger adults with 
very difficult cases, which were disappeared with ageing.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、認知的加齢および個人差におけ
る認知的制御の機能水準を示す標準的課題
として「課題切替」をとりあげ、その認知的
制御機能への感受性やそれを可能にするメ
カニズムについて、特に「作動記憶内の複数

目標の維持、実行」の視点から明らかに
することを目的としていた。 
 その契機は、高齢者が IT 機器を利用
時に示す「エラー反復現象」を実験室･
実験課題により再現した研究の過程の
中で (原田，科研#15500174，2003～



2004：#16091211，2004～2006)、エラー反
復が二重課題ならびに課題切替という条件
下では高齢者のみならず若年成人でも発生
する現象であり、そうした結果から認知的制
御の失敗の現れであると考えられたことに
ある。 
 その際に使用した「可変型課題切替タス
ク」である数選択課題は、他の認知的課題の
多くと相関を示し、またその成績の個人差は
エラー反復の発生率との関係性も示したこ
とから、本研究では、この数選択課題を中心
として、可変型課題切替タスクが認知的制御
課題として、何を測定しているのか、それは
どういった認知的過程を反映しているのか
を検討することにより，加齢に伴う認知的制
御過程の変化に迫ることを目的として始め
られた。 
 
２．研究の目的 
 まず，数選択課題にお
ける課題切替の内的過
程について検討をして
いくために、試行別の正
答率・反応時間を分析検
討するため、(従来の紙
とペン式の数選択課題
から)PC 版を作成した。 
 また、その課題達成の
変動と認知的制御機能
との関係性を分析するため、(a) 年齢群によ
る比較（若年成人 vs.高齢者）、(b)日内変動検
討のための実験実施時間の比較（午前 vs.午
後）を要因とした実験を行った。その際に、
他の認知的課題との関係を分析するため、 
（ア）エラー反復を検討するための漢字選択
課題、 
（イ）方略抽出を検討するための朝食課題な
らびに Corci Block 課題、 
（ウ）抑制機能を検討するためのディストラ
クタ記憶課題、他 
の課題を同時に実施し、課題間の関係性から
認知的制御のメカニズムについて考察を深
めていくことを目的とした。 
 数選択課題の例を図 1 に示す。 
 
３．研究の方法 
 も基本となる実験１の方法は下記に示す。 
概要：(a)日本ならびに(b)カナダにおいてコン
ピュータ版数字選択課題を 2 つの年齢群(若
年群 17-24 歳/高齢群 65-78 歳)に行い，正答
試行の反応時間について、選択教示(数/形)×
適合性の有無(congruent/ incongruent)×課
題切替の有無(TS/nonTS)を要因として分析
を行った。 
参加者：(a)大学生 70 名(平均年齢 19.52 歳, 
SD 1.10，以下同様)、高齢者16名(69.56, 2.97)．
(b)大学生 82 名(20.15, 1.76)、高齢者 54 名 

(70.93, 3.37)．各群の半数は午前中、半
数は午後に実験を行った。大学生はいず
れも心理学の授業の一部として自発的
に参加した。高齢群は，実験a)では都下
シルバー人材センターでの募集，実験b)
では認知的加齢実験参加者プールへの
募集に対し、自発的に参加した者であり、
規定の謝金が支払われた。 
材料･装置：コンピュータ版数字選択課
題(MicroSoft VB6.0 により自作)をタッ
チパネル付PCで実施した。各試行の反
応ならびに刺激表示から反応までの時
間(ms)が記録された。 
手続き：実験a-若年群のみ 3 名までの小
集団実験、その他は個人実験．1 人 1 台
のコンピュータを用い、約 1 時間の一連
の実験課題の 初の課題として実施し
た。各試行は、画面中央に 2 つの数字
(1-9)とその間に教示 (数 /形もしくは
Size/Num)が提示され、「教示に従って、
大きな方の数字にタッチする」よう求め
られた。デモによる説明、４練習試行の
後、ダミー1 試行に続く 48 試行が実施
された。正誤のフィードバックは与えら
れなかった。課題実施時間は約 5 分であ
った。 
 

図 1数判断課題図 1数判断課題 ４．研究成果 
 ここでは、数選択課題についての主た
る研究結果について報告する。 
 日本・カナダのそれぞれの実験につい
て、全体の正答率について、年齢群×実
験実施時間(午前/午後)について分析を
したところ、年齢群の主効果のみが有意
であり、高齢者群の正答率が大学生群よ
りも低かった。一方、従来の｢紙と鉛筆
型｣の試行と同様の「1分以内の正答数」
を指標として同様の分析を行ったとこ
ろ、いずれの実験でも年齢群と実験実施
時間の交互作用が見られた。全体には大
学生群がより得点が高いが、日本･カナ
ダいずれも，高齢者については午前中の
方が午後よりも得点が高いという日内
変動の効果が見られた。大学生について
は、カナダデータについてのみ午後の方
が得点が高く、日本では実施時間の効果
は見られなかった。日本人大学生の場合
は通学時間が長いことから、午前であっ
ても「すでに目が覚めてから多くの活動
をした後」の実験になっているためと考
えられる。 
 こうした結果から、PC 版で実施した場
合も課題切替を必要とする数選択課題
では、加齢の効果ならびに日内変動によ
る「認知的制御機能」を反映した結果が
得られたと考えられる。 
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 次に、｢実際に課題切替時に何が生じてい
るのか｣を明らかにするため、各試行ごとの
反応時間を分析した。数選択課題の各試行は、
(i)課題教示（数/形）、(ii)数のペアについ
て、数と形の大きさの適合性の有無、(iii)
課題切替の有無、の 3要因によって変化する
ため、これに実験実施時間を含めた 4要因で、
｛カナダ/日本｝×｛高齢者/大学生｝のそれ
ぞれのデータを対象に検討した。その結果、
実験実施時間の効果は見られなかったため、
以後、実験実施時刻の要因はプールして考察
を行った。 

(a) Japaneseg

 各条件の平均反応時間を国･年齢群ごとに
示すと(図 2)，3 つの要因が反応時間に与え
る影響に、加齢の効果ならびに言語の効果が
あることが見て取れる。4 グループに共通す
るのは教示による反応時間の変化であり、い
ずれの言語いずれの年齢群も｢形｣の判断が
「数」の判断よりも速い、すなわち知覚的判
断が意味判断よりも速いことが示された。 
 適合性の効果については、日本語話者にと
っては形･数判断のいずれにおいて効果があ
り、非適合(数と形の大小関係がずれている)
方が反応時間が長いのに対し、英語話者では
年齢を問わず、形判断には適合性効果がある
が、数の意味判断ではその効果が消失してい
る。こうした非対称性はストループ効果に類
似しており、意味判断に音韻化過程を伴うか
否かに関係しているように考えられる。 
 その一方、英語話者の結果では、課題切替
の有無の効果が大きく現れているのに対し、
日本語話者ではその効果は全体として小さ
く、とりわけ日本語話者-高齢者群では課題
切替の有無の効果はほとんど見られていな
いことが示された。 
 従来、こうした課題切替タスクなどで使用
言語による差は報告されていないことから、
なぜこうした相違が示されたのか、様々な可
能性が検討されたが、現状では未だ 終的な
結論は得られていない。現時点では、日本語
話者と英語話者との間で数選択課題の処理
様式が異なり、その結果，課題切替の効果の
現れ方に相違が出ているものと考えられる。
その後、日本語話者についての実験で、1 試
行内の刺激提示に ISI を組み込む（教示が先
に出る、あるいは左の数字から順に出る）条
件、あるいは構音抑制をする条件でも検討を
行ったが、ほぼ同様の結果が得られている。
こうした実験条件下での英語話者の実験も
今後実施する予定であり、さらに使用言語と
課題切替の効果の関係について、検討を深め
ていく予定である。その他の課題でも同様の
相違が見られるのか、そうした言語間差異が
課題切替効果あるいは認知的制御とどのよ
うな関係があるのか、今後の研究の展開可能
性を示したといえよう。 
 

  
 一方、加齢の効果と反応時間に見る課
題切替効果については、両言語圏におい
て共通に、全体として高齢者群は課題切
替の影響が小さいのに対し、若年群は
「非適合条件で数(意味)判断」を行う際、
課題切替後の方が非切替時よりも判断
が速いという促進効果を示した。これは
従来の課題切替における加齢効果では
見られたことのない結果である。 
 これは若年成人では、｢非優先的な(難
しい)判断状況では、課題切替という外
的手掛かりを利用して、より効率よく処
理を行う｣認知過程制御の可能性が示唆
される。一般にコストを伴うとされる課
題切替を、若年群は「より効率的処理に」
利用しており、その効率的処理が加齢に
よって損なわれるという結果は、若年成
人のもつ「外的刺激特性への柔軟な対
応」という形での認知的コントロール過
程の存在を表すものと考えられる。 
 こうした結果に対し、数選択課題にお
いても、ブロックごとに単一の課題を行
う条件と、試行内に異なる課題が混在す
る条件との間の比較をするグローバル
な課題切替効果を測定すると、従来と同
じく、課題切替による課題成績低下があ
り、その大きさは加齢により増大するこ
とが示された。数選択課題でもグローバ
ルな指標では従来型の加齢効果を示す
ことが示されたといえよう。また、上記
の｢課題切替促進効果とその加齢による
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図 2 日本/カナダ での 若年群/高齢群の試

行別平均反応時間：課題教示，適合性の有無，

課題切替の有無の検討． 



消失｣結果は、高齢者にとっては新奇な課題
であるために、短時間の間での方略抽出がう
まくいかなかったのではないかという仮説
が得られたが、個別の課題を十分に行った後
に課題切替条件下での実験を行っても、同様
に試行間の課題切替効果(ローカルな課題切
替効果)は干渉効果も促進効果も得られなか
った。 
 こうした現象が，数選択課題に特異なもの
か、なぜこうした加齢の効果が得られるのか
について、今後さらに他の課題との比較を行
いながら、検討を深めていく予定である。 
 これらの数選択課題自体に関する研究成
果に加え、他の課題での加齢効果に関する結
果、およびそれらの指標間の相関関係につい
ても検討がなされた。これらの成果は現在、
論文公刊の準備を行っており、今後、公開を
していく予定である。 
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